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論文審査の結果の要旨 








実際の P はどうであったか。 
→P は 0.128 であり「差のある傾向」であると解釈した。 
２）CEA と CA19-1 についてもデータを取っているが、検体は早期大腸癌であり、これらのデー
タの分析をする意義は。 























１０）ROC 曲線によるカットオフ値を算出したとのことであるが、感度 69%、特異度 90%とい
う結果をどのように捉えているか。 
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→n が少ないデータから得られた数値であるが、従来の研究成果より高い値であり、今後 n
を増やすことができればと考えている。 
 
 
 研究成果の発表はよくまとめられており、質疑応答においても各委員からの質問に適切に回答
した。これらから、申請者の研究への寄与の程度、理解の程度が確認できた。しかし、申請論文
（Thesis）の結果および考察の一部の表現について修正の必要性が指摘され、書き改めるよう申
請者と指導教員に進言した。 
 後日、書き改められた論文が提出され、審査委員全員で十分に修正されていることを確認した。
上記の審査委員会当日の内容と書き改められた申請論文の内容から、全員一致で適格と判断した。 
 
